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ア 事業内容
・園児が外国文化や英語に親しみを感じることができる内容であるか。
・園児が外国の歴史、文化、言語等に興味、関心を持てる内容であるか。  /10
・園児が外国に対する理解を深め、積極的に関わろうとする態度を育成できる内容であるか。
・各園の幼稚園教諭、保育士等に外国文化の紹介、理解、異文化コミュニケーションに係る指導が
できるか。
・各園の保護者等に事業内容に沿った英会話等の実演ができるか。

イ 業務委託の理解度および実績
・本事業の目的に沿った企画であるか。
・幼稚園、保育所向けの教材等の用意ができるか。  /10
・幼稚園、保育所等での業務実績があるか。
・小中学校での業務実績があるか。
・千葉県内での業務実績があるか。

ウ 業務執行体制
・県内に事務所、またはコーディネーター（緊急対応可能な人材）等が勤務されているなど、トラブ
ルに迅速に対応できる体制が整っているか。
・講師は１人で、各園（９園）を担当することとし、同じ園に同じ講師が勤務する体制がつくれるか。  /10
・年間訪問計画作成後に、園行事等による日程変更など、年度途中でも柔軟に対応することがで
きるか。
・１人の講師が、午前と午後に複数園を訪問することができるか。
・子育て支援課、各園及び講師と事業者との連絡が迅速に行えるか。
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ア 外国人講師の採用体制
・業務に必要な学歴、経験等を有する者を採用できるか。
・身元保証ができる者を採用できるか。  /10
・社会人として責任感がある者を採用できるか。
・日本語での打合せが可能な者を採用できるか。
・幼児教育に関心があり、子どもとの交流に積極的な者を採用できるか。

イ 外国人講師の研修
・事前研修の期間、内容は即講師として勤務するのに十分か。
・年間の研修計画と内容は、成果を出すのに十分か。  /10
・幼児教育についての研修を行うことができるか。
・日本語や日本文化についての研修を行うことができるか。
・指導力や態度に問題のある講師がいた場合に適切な研修を行うことができるか。

ウ 外国人講師の管理体制
・講師の勤務状況を把握するため、定期的に講師評価等を行うことができるか。
・講師の服務指導が適切に行うことができるか。  /10
・講師の労務管理が適切に行うことができるか。
・講師の健康診断等を実施することができるか。
・講師の日本での生活について適切なサポートを行うことができるか。

エ 危機管理体制
・講師が欠勤する場合や急遽辞退することになった場合に対処できるか。
・遅刻や勤務時間を守らない等、勤務時間に問題がある講師がいる場合に対処できるか。  /10
・職員とうまくコミュニケーションが図れない講師がいる場合に対処できるか。
・勤務状況（態度・意欲・指導力・指導内容等）が思わしくない講師がいる場合に対処できるか。
・労使間のトラブルを含む危機管理体制が整っているか。

オ 外国人講師の効果的な活用提案
・勤務時間内であれば、英語の授業以外にも様々な活動にあたることができるか。
・勤務時間内であれば、勤務園を離れ研究会や研修会に参加することができるか。  /10
・各園の主催する活動や行事に参加して交流を図ることができるか。
・市が計画する語学力、コミュニケーション能力を高める取り組みに参加することができるか。
（スリランカ関連等）

カ 他社にはない特記すべき提案内容
・他社と比較し、特記すべき強みがあるか。  /10
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ア 経費の妥当性
設計総額に対し見積金額が何パーセントに収まっているか
100×（当該提案者の見積価格/設計総額）※小数点以下四捨五入
・88パーセント未満　　　　　　　　　　　　　  10点　・88パーセント以上91パーセント未満　8点
・91パーセント以上94パーセント未満　　6点　・94パーセント以上97パーセント未満　  4点
・97パーセント以上　　　　　　　　　　　　　　 2点

○評価基準

提案事業者の業務執行能力（３０点）

ちびっこ国際交流事業派遣業務委託　プレゼンテーション評価表
企画提案者：

評価項目/評点基準内容 採点/配点

企画提案内容（６０点）

　良い/10点　やや良い/8点　どちらともいえない/6点　やや悪い/4点　悪い/2点　非常に悪い/0点　

見積価格（１０点）

/10


